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魅力推進・ミュージアムグループ

１　御堂筋イルミネーション事業の推進

　「大阪・光の饗宴2022」のコアプログラムの一つとして、「御堂筋イルミネーション2022」を実施し、大阪の都市ブランドの向上と国内外への情報発信を行った。

(1)点灯期間
令和４年11月３日（木・祝日）～同年12月31日（土）17時頃～23時
　　　　　　　 ※12月31日（土）のみ25時まで

(2)実施区間
阪神前交差点～難波西口交差点 約４km

(3)内　 容    御堂筋全長４kmのイチョウ並木を、10色のイルミネーションで装飾。さらに一部区間では、イルミネーションが音楽に合わせて動く光のエンターテインメント“Light show 2022”を開催した。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	268,997千円
	236,958千円
	212,962千円

	決算額
	264,163千円
	230,162千円
	208,554千円


２　御堂筋イルミネーション基金の管理[創設年月日 平成21年4月1日（大阪府基金条例）]
御堂筋のイルミネーション装飾に要する経費に充てる資金を積み立てるため基金を造成し、府民・企業等からの寄附金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	積立額
	7,037千円
	6,737千円
	8,185千円

	基金運用収入
	8千円
	4千円
	3千円

	取崩し額
	18,180千円
	6,535千円
	6,518千円

	基金総額
	12,463千円
	12,669千円
	14,339千円


３　ナイトカルチャーの発掘・創出
大阪の夜を楽しむことができるナイトカルチャーの充実を図るため、夜間公演等の実施に取り組む事業者に対する補助金を交付した。なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２、３年度は募集を見送ったが、令和４年度は１事業者に対して補助金を交付した。

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	560千円
	493千円
	2,778千円

	決算額
	92千円
	141千円
	2,554千円


４　御堂筋の魅力創造・発信事業の実施

　
　大阪のメインストリートである御堂筋において、2025年大阪・関西万博のプロモーション事業と連携し、多彩なコンテンツやプログラムで大阪の魅力を広く発信する「御堂筋オータムパーティー2022」を開催した。

(1) 開催日時　令和４年11月３日（木・祝日）14時～16時頃

(2) 開催場所　御堂筋（久太郎町３交差点～新橋交差点）
(3) 内   容   トップアーティストによる音楽ライブやユニバーサル・スタジオ・ジャパンの人気キャラクターによるパフォーマンス、万博への機運を醸成するステージショーなど

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	0千円
	75,000千円
	97,100千円

	決算額
	0千円
	74,756千円
	96,803千円


５　【新規】国内旅行消費喚起事業の実施

　　　新型コロナウイルス感染症の影響によって、大きな打撃を受けている観光関連事業者を支援するため、魅力的なイベントの開催等により国内旅行者を府内に呼び込み、周遊を促進する「大阪来てな！キャンペーン」を実施した。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	―
	―
	300,000千円

	決算額
	―
	―
	299,638千円


６　大阪ミュージアムの推進

　　　府内全体を「博物館」、魅力ある資源を「展示品」や「館内催し」に見立て、地域の魅力を発掘・再発見し、磨き・際立たせ、結びつけて内外に発信する「大阪ミュージアム」の取組みを推進した。

（１）大阪ミュージアムの登録物

府民などから大阪ミュージアムに登録する「登録物」を推薦いただき、令和５年３月31日現在、1,294件となっている。
	　建物・まちなみ
	622件

	みどり・自然
	242件

	食・生活
	127件

	芸能・娯楽
	36件

	祭り・イベント
	255件

	その他
	86件

	登録物合計
	1,294件


　　　　　　　※複数のジャンルにまたがる登録物があるため、内訳の合計と

登録件数は一致しない。

（２）大阪ミュージアム事業

大阪ミュージアム登録物について、ホームページやメールマガジン、Facebookをはじめとした各SNS及び民間企業が有する広報媒体等を活用し、地域魅力を府内外に発信した。
また、観光ガイドブック「DISCOVER　OSAKA」の多言語版（英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓国語）を作成し、府内観光案内所等へ配布した。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	1,025千円
	11,754千円
	12,267千円

	決算額
	969千円
	11,005千円
	7,824千円


７　大阪ミュージアム基金の管理[創設年月日　平成20年10月24日（大阪府基金条例）]
大阪の魅力の再認識及び向上並びに情報発信に要する経費に充てるため、大阪ミュージアム基金を造成し、それに要する資金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	積立額
	7,626千円
	6,444千円
	7,329千円

	基金運用収入
	9千円
	9千円
	8千円

	取崩し額
	5,108千円
	11,077千円
	7,824千円

	基金総額
	32,012千円
	27,388千円
	26,901千円


９　世界遺産の保存活用

大阪が世界に誇るべき歴史遺産を次世代へ継承するとともに、大阪の都市魅力を一層向上させるため、令和元年７月６日に世界遺産として登録された「百舌鳥・古市古墳群」について、資産の保護保存・活用の取組みや資産の価値や魅力を国内外に発信する取組みを、大阪府、堺市、羽曳野市、藤井寺市が一体となり実施した。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	17,428千円
	11,086千円
	11,086千円

	決算額
	11,394千円
	8,916千円
	9,184千円


水と光のまち・にぎわいの森推進グループ
１　公民連携による水辺のにぎわい創出に向けた取組み

水と光のまちづくりの推進のため、水都大阪コンソーシアム（構成団体＝大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益社団法人関西経済連合会、一般社団法人関西経済同友会、公益財団法人大阪観光局、大阪シティクルーズ推進協議会）に対し分担金を支出した。

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	35,500千円
	33,725千円
	33,725千円

	決算額
	32,357千円
	27,828千円
	30,098千円


　
２　水辺にぎわい空間づくりの取組み

舟運活性化に向けた環境整備として大阪城エリアへの公共船着場の整備を進めるとともに、川と海の結節点や観光名所への誘客拠点としての中之島ゲートターミナルの整備に向けた取組みを進めた。

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	291,233千円
	216,137千円
	218,000千円

	決算額
	115,541千円
	166,028千円
	169,643千円


※都市整備部に所属替えのうえ、河川管理者（寝屋川水系改修工営所）
において事業実施したものを含む
３　中之島にぎわいの森づくり事業の推進

シンボルツリーの維持管理に係る樹木の剪定や、冬のライトアップのための電飾設置工事等を行った。

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	1,525千円
	2,079千円
	2,079千円

	決算額
	660千円
	66千円
	1,249千円


４　水と光の魅力創出推進事業の取組み

橋梁やシンボルツリー等のライトアップを行った。また、ライトアップの電源確保のため、高圧受電設備の開発保守管理を行った。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	1,943千円
	1,753千円
	1,753千円

	決算額
	554千円
	512千円
	565千円


※橋梁ライトアップの電気代は、都市整備部に所属替えのうえ、

河川管理者（西大阪治水事務所）において執行（139,899円）

